
 

 

会員各位 

２０２５年度 定例総会開催ご案内 

 

拝啓  

新緑の彩映える季節となりました。会員の皆様にはますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

平素は京都ユネスコ協会の活動にご厚情ご高配を賜り心より感謝致しております。 

さて、２０２５年度の定例総会・懇親か並びにプレイベントとしてユースセミナー下記のように開催

する予定です。 

ユースセミナーでは、カザフスタンでの AFUCA ユースフォーラムの日本代表をつとめた京都ユネス

コ協会青年会員による報告会、国連や国際 NGO の元職員で世界政府構想を提唱されている上村雄彦氏

（横浜市立大学教授、下段のプロフィール参照）をお招きしての講演会を企画しています。 

ご多忙中とは存じますが、万障お繰り合わせの上、プレイベントも含めて是非ともご出席いただきま

すようご案内申し上げます 

敬具 

２０２５年５月 19日 

京都ユネスコ協会 会長 吉田敦彦 

 

 

 日時 ２０２５年６月１５日（日） 

13：00  開場 

13：20～ 京都ユネスコ協会ユースセミナー 

Ⅰ．ユース報告会 13：20～14：20 

   Ⅱ．講演会 14：30～16：30 上村雄彦氏（横浜市立大学教授） 

      演題「平和で持続可能な社会を実現するために、私ができること/ 国連職員、そして…」 

16：40～ 京都ユネスコ協会 2005 年度定例総会 

懇親会 総会終了後～18 時頃まで 

 

 会場 同志社大学 新町キャンバス 新創館（26 棟）1 階 アカデミックプラザ 

http://www.unesco.or.jp/kyoto/index.html


      京都市中京区新町通今出川上る 近衛殿表町１５９－１０ 

      地下鉄「今出川駅」北改札口（２番出口）西へ徒歩 5 分  

＊今出川校地には「今出川キャンパス（東側メインキャンパス）と「新町キャンパス」の２つがあり、

会場はメインキャンパスとは異なりますのでご注意ください。下記の地図を参照ください。 

 

総会議題 

① ２０２４年度収支報告、事業報告の承認 

  ② 新任の理事（役員）の選出 

③ ２０２５年度収支予算、事業計画の審議決定 

  ④ その他 

 

懇親会  

・会費：５０００円   青年会員は２５００円（当日受付にてお納め下さい） 

＊ユースゼミナール、総会のみの参加者は、無料 

 

出欠連絡等 

● 総会の出欠連絡は、準備の都合上、出欠は６月１０日必着で返信葉書にてご連絡ください。 

● 懇親会出欠の変更は６月１２日までにお願いします。それ以後のキャンセルは会費のご負担が発生します。 

● 同封の収支報告書、事業報告書等を総会にご持参ください。 

ココ！ メインキャンパスから離れて、街中を徒歩！

今出川います 



京都ユネスコ協会ユースセミナー）概要） 

  

京都ユネスコ協会定例総会のサイドイベントとして、会員に限らず主にユースが幅広く参加できるセミ

ナーを企画しました。もちろんユースに限らず、どなたでも参加できます。どうぞお誘い合わせの上、

お越しください。 

日時：2025年 6月 15日（日） 

会場：同志社大学 新町キャンバス 新創館（26棟）1階 アカデミックプラザ 

主催：京都ユネスコ協会 協賛：同志社大学の学生サークル等を予定 

 

 プログラム 

第Ⅰ部 ユース報告会 13：20～14：20 

 

 ・アジアユネスコ協会クラブ連盟（AFUCA）ユースフォーラム、参加報告 

   京都ユネスコ協会ユース会員 松山和葵さん（同志社国際高校） 

 ・活動報告「自分が生まれ育った地域からできること」 

   京都ユネスコ協会ユース会員 岡田明子さん（同志社大学 4 年生） 

 ・「パレスチナ展」報告と展示 

  ユネスコスクール・京田辺シュタイナー学校（高等部有志） 

                              ほか 

第Ⅱ部 講演と質疑応答 14：30～16：30 

 

演題「平和で持続可能な社会を実現するために、私ができること/国連職員、そして…」 

ゲストスピーカー：上村雄彦氏 

 プロフィール：上村雄彦/横浜市立大学教養学部教授 

三重大学、大阪大学、カールトン大学で学び、博士号取得。専門はグローバル政治論。国連食糧

農業機関（FAO）住民参加/環境担当官、NGO、シンクタンク等で経験を積む。世界を取り巻くグ

ローバル化への考察とともに地球福祉の観点から持続可能な地球社会のあり方を模索し、具体策と

してのグローバル・タックスなどの研究を行う。 

著書に、『グローバル・タックスの可能性』（ミネルヴァ書房）、『不平等をめぐる戦争』（集

英社）、『グローバル・タックスの理論と実践』（日本評論社）などがある。 

 

 



 

 


